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４月からの国保税
引き上げはやめよ！

大名美恵子村議
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工事が進められている

東海第二発電所

2025年の新しい年を迎えました。

私は、昨年につづき、みなさまの願い実現、そして誰もが安全に安

心して暮らせる東海村をめざし力をつくしてまいります。ご支援をど

うぞよろしくお願いいたします。

物価高騰がおさまらず、村民生活はきびしくなる一方です。国民生

活を支援する国家予算の大はば引上げと、村の独自支援策の強化を求

めてまいります。

一昨年9月、東海第二原発の再稼働をめざす「工事に重大な不良があ

る」と、工事関係者から告発をいただいた件は、原子力規制委員会が

その対策として「造り直しも含めて検討」を求めました。しかし日本

原電の方向性は未だ定まっていません。

原発システムは、事業者の計画に規制委員会が「合格」を出したと

しても「絶対安全の保証がない」だけでなく、特に東海第二原発は、

稼働46年の老朽化、そして事業者の「施設の安全対策や工事等の管理

監督に信頼が得られない」状況にあると言わなければなりません。

今、重要になっているのは「再生可能エネルギーの普及」により、

原発が動かない東海村をめざすことです。力をあわせましょう！

【12月議会一般質問から】 東海第二原発の工事で、



12月議会議案審査から

反対。従来の保険証は廃止せず存続すべき

反対。機構への徴収委託は中止し、機構は廃止に

誰もが安全に安心してくらして
いける東海村に！

東海第二発電所は、新規制基準に基づく工事計画認可を2018年10
月18日に受けて以降、現在では工事完了予定を2026年末とし、敷地に

出入りする作業員数は約3,000人と多数になっています。当初計画からす

れば工事は長期化しており、作業員の安全が危惧されることから、労働災

害等の状況を確認しました。

(村民生活部長)

作業員が労働災害により４日以上の休業となった場合、安全協定上は、

事業者から村への報告義務はないが、労働基準監督署への報告義務が

発生するとともに、原電が自らホームページに公表することとしているため、

村にも情報提供をいただいている。

また、救急要請により原電の敷地内に緊急車両が入構した際も、同様

に公表することとしているため、工事作業に伴う負傷のほか、熱中症などの

搬送事案も村に報告されている。

“労働災害発生状況 ”については、2018年からの7年間で、作業

員の労災認定件数は、休業災害が１０件、不休災害が３７件で、合計

４７件。事業者は、都度、再発防止策を検討し、速やかに対策を講じ

ているとの報告を受けている。

しかし、作業員が 安全に工事を進められるように、村としても事業者が

実施する事故防止策などについては、注視していく。

水道事業の「県域化」に

東海村は「不参加」を表明！
村の水だけでは足りない本村は、従来通り、県水を購入し

ながら本村独自の水道事業を進めることを選択しました。

今までの

難関工事？

労災、防止対
策は？

２ヶ月に一度の割合で労災事故が起きている‼


